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都都
と

立立
りつ

高高等等学学校校
こうとうがっこう

へへのの入入学学
にゅうがく

にに当当
あ

たたりり、、学学習習者者用用
がくしゅうしゃよう

端端末末
たんまつ

をを購購入入
こうにゅう

ししてていいたただだききまますす！！ 
 

都
と

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

では、教育
きょういく

活動
かつどう

のあらゆる場
ば

面
めん

において、高校
こうこう

段階
だんかい

の学
まな

びにふさわしい生
せい

徒
と

所有
しょゆう

の一人
ひ と り

１台
だい

端末
たんまつ

を活用
かつよう

することにより、一人
ひ と り

一人
ひ と り

の 力
ちから

を最大限
さいだいげん

に伸
の

ばしていきます。 
 

・原則
げんそく

として、入学
にゅうがく

時
じ

に学校
がっこう
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し

定
てい
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たんまつ

を、保護
ほ ご

者
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の皆様
みなさま

に購入
こうにゅう

していただきます。 
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令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

入学生
にゅうがくせい

向
む

けの詳細
しょうさい

は、 情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

ポータルサイト「とうきょうの情報
じょうほう

教育
きょういく

」や都
と

立
りつ

高校
こうこう

合同
ごうどう

説明会
せつめいかい

等
とう

で、随
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時
じ
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し

らせします。 
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 東京
とうきょう

都
と

教 育 庁
きょういくちょう

総
そう

務部
む ぶ

教育
きょういく

政策
せいさく
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  電
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話
わ

 ０３（５３２０）７４７７（直通
ちょくつう
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情 報
じょうほう

教 育
きょういく

ポータルサイト「とうきょうの情 報
じょうほう

教 育
きょういく

」 

東 京
とうきょう

スマート・スクール・プロジェクト 

 

https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/smart_school.html  

 授 業
じゅぎょう

で使
し

用
よう

する資
し

料
りょう

の配
はい

布
ふ

やレポートの提 出
ていしゅつ

はスマー

ト・スクール端末
たんまつ

を通
とお

して 行
おこな

われます。学校
がっこう

からの連絡
れんらく

、

委
い

員会
いんかい

や部
ぶ

活動
かつどう

の情 報
じょうほう

交換
こうかん

などにおいても使
つか

われます。 

 自
じ

宅
たく

では、 授 業
じゅぎょう

で課
か

されたレポートや、 自
みずか

らテーマを

設定
せってい

する課
か

題
だい

研 究
けんきゅう

の論文
ろんぶん

などに取
と

り組
く

むために使
し

用
よう

しま

す。調
しら

べたことを発 表
はっぴょう

するための資
し

料
りょう

を 整
ととの

えたり、スラ

イドを作成
さくせい

したりすることもあるでしょう。 

 スマート・スクール端末
たんまつ

は、生
せい

徒
と

自
じ

身
しん

が管
かん

理
り

するもので

す。使
つか

いやすくなるよう、自
じ

分
ぶん

の端末
たんまつ

をカスタマイズする

ことができます。勉 強
べんきょう

に役
やく

立
だ

つものなど、必要
ひつよう

なアプリ・

ソフトウェアをインストールできます。 

 この端末
たんまつ

は、都
と

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

の生
せい

徒
と

にとって、高校
こうこう

生活
せいかつ

を

充 実
じゅうじつ

させるマストアイテムです。 
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11    학학생생  한한  명명당당  11 대대의의  단단말말기기  
  

도도립립고고등등학학교교  학학생생은은  입입학학  시시에에  한한  명명당당  11 대대의의  학학습습용용  단단말말기기((스스마마트트  스스쿨쿨  단단말말기기))를를  
구구입입하하여여  일일상상  학학습습과과  연연락락사사항항  등등  고고교교생생활활에에  꼭꼭  필필요요한한  도도구구로로  사사용용합합니니다다..  

  
수업에서 사용할 자료 배포나 보고서 제출은스마트 

스쿨 단말기를 통해 이루어집니다. 가정통신문, 위원회나 
클럽활동 정보교환에도 사용됩니다. 자택에서는 
수업시간에 부과된 보고서나 스스로 정한 과제연구 논문 
등에 활용합니다. 조사한 내용을 발표하기 위하여 자료를 
정리하거나 슬라이드를 작성하는 경우도 있습니다. 
 
 
 

 
스마트 스쿨 단말기는 학생 개인이 관리합니다. 사용하기 

편하도록 단말기를 설정할 수 있습니다. 공부에 도움이 
되는 앱 등을 설치할 수 있습니다.  
이 단말기는 도립고등학교 학생에게는 충실한 학교생활을 

보내기 위한 좋은 아이템입니다.  
 
 
 

 
정보교육 포탈사이트(도쿄의 정보교육) 

도쿄 스마트스쿨 프로젝트 

 https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/smart_school.html 

 

도도립립고고등등학학교교  입입학학  시시  학학습습용용  단단말말기기를를  구구입입하하셔셔야야  합합니니다다!!  

도립고등학교에서는 다양한 교육활동에 고교 수준에 걸맞은 학생 한 명당 1 대의 단말기를 
활용하여 개개인의 능력을 최대한 향상시킵니다. 

 
・ 원칙적으로 입학 시에 학교가 지정한 단말기를 보호자 

여러분께서 구입하셔야 합니다. 
・ 2022 년도 입학생에 대한 구입비 지원은 다음과 같습니다. 

<참고> 2022 년도 입학생에 대한 보호자 부담 경감내용 
・보호자 부담 정액보조(대상:전세대)  

보호자의 부담액이 정액(3 만엔)이 되도록 지원 
(단말기 대금 – 보조액 =보호자 부담(3 만엔))  

・다자녀세대 보조(대상:2022 년 4 월 1 일 현재 부양하는  
23 세 미만의 자녀가 3 인 이상인 세대) ※※소소득득제제한한은은  없없습습니니다다.. 
보호자 부담액(정액 3 만엔)의 1/2 을 지원 

・급부형 장학금(단말기 구입보조)(대상:급부형 장학금대상 세대) 
급부형 장학금을 단말기 구입비에 충당하여 보호자부담액이 생기지 않도록 지원 

(※급부형 장학금에 대해서는 24 페이지를 참조해 주십시오.) 
 

2023 년도 입학생에 대한 상세한 정보는 정보교육 포탈사이트 ‘도쿄의 정보교육’과 
도립고등학교 합동설명회 등을 통하여 수시로 안내해 드립니다. 
 

[문의처]  
도쿄도 교육청 총무부 교육정책과  전화 03(5320)7477(직통) 
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